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 取り組み（2） 

障害者就労支援 

検討会議 

 

 開催日  |  H29.11.15 12.19 H30.8.8 
 

 
 就労支援機関 

専門部会 

障害者就労支援機関の

担当者による検討会。障

害者の就労状況と支援に

ついて情報を共有します。 

 
   

 

学齢期 

専門部会‘17 

高等教育機関等の先生

方に集まっていただき、特

性のある高校生の状況と

進路選択についてご意見を

聞きました。 

 
検討会議開催の流れ 

 

   

障害者就労の実態調査で把握した情

報をもとに、平成 29年 11月に第 1回目

の「舞鶴市障害者就労支援検討会議」

（支援機関専門部会）を開催し、障害

者就労支援機関の担当者による検討と情

報共有をしました。 

同年 12 月には、市内及び近隣高校の

進路担当の先生へのヒアリング内容をもと

に学齢期専門部会を開催し、その内容か

ら、翌年 8 月開催の部会では不登校・要

支援生徒への就労支援のあり方、どう企

業につないでいくか、検討されました。 

 

会議では、『舞鶴市内において障害者

就労支援サービス等を利用していない手

帳未所持者が潜在しているのではないか』

『市内中学校の特別支援学級から支援

学校を進学先とせず公立高校や私立高

校へ進学した生徒がその後どう進路をとっ

たのか』といった内容が話し合われ、特別

支援学校だけでなく、定時制や通信制高

校が受け皿となり一般校を選択するケース

も増えていることがわかりました。 

いずれも可視化が難しく、いかに就労へ

つなげるか、継続して検討が必要です。 

    

 

学齢期 

専門部会‘18 

不登校生徒や、一般校に

通う要支援生徒の現状と

就労についての検討会。教

育と福祉の連携関係も構

築されました。 

 


